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におけるGaシンチの有用性を，近年この目的でよく使

用きれるX線CTと比較して検討する．

　対象：手術により病理所見の得られた原発性肺癌47

例で，男性35例，女性12例である．年齢は46歳から

82歳の平均65．4±8．8歳である．

　結果と考察：縦隔リンパ節転移陽性（n2）群9例中5

例（56％）がCTで検出された．しかしGaシンチでは

7例中2例（29％）が検出されたのみで，しかもすべて

CTで検出された症例であった．特に腺癌ではn23例中

1例も検出されなかった．またGaシンチでは偽陽性が

25例中3例（12％）に見られたが，CTでは見られなか

った．以上よPCTが利用可能な施設では，　Gaシンチ

の肺癌stagingにおける意義は少ないと考えられる．
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　小児てんかん患者のX線CT像とSPECT像の臨床

的有用性の比較検討を試みた．方法は，IMPを3mCi

静注し，その投与中に全例脳波を測定した．対象は，1

歳から16歳（平均9．5歳）22人である．

　X線CT像の陽性率は3／22（14％）と低値であった

が，IMP－SPECT像の陽性率は17／22（77％）と高値を

示した．しかし，IMPと脳波の部位診断との比較では，

一致した例は4人，一致しない例は13人であり，今後

の研究課題となるであろう．今回のわれわれの小児てん

かん患者のIMP－SPECT像の検討では，その臨床的有

用性が確認された．将来，放射線医薬品として，Tc・99m－

PAOあるいはTc－99m－HM－PAO，また頭部専用ECT

装置の普及により，精密な脳血流イメージが撮像される

ようになれば，これからのてんかん患者の局在診断が容

易になることが期待される．
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　てんかんに対するIMP・SPECT診断の意義を，脳波

検査上明らかな発作波焦点を片側の側頭葉に認めた12

症例につき，脳波所見と比較し検討した．その結果，10

症例において実直径2cm以上の部位が対側同一領域と

比べ30％以上の集積低下を示した．これら症例のうち，

脳波の焦点が同一部位にあった症例は4例であり，その

うち3例は脳波検査上の棘波多発例であった．残り4／6

症例は集積低下部位と脳波焦点部位にある程度のズレが

あり，うち2例では他の部位に集積増加が見られた．ま

た，他の2／6症例は脳波焦点部位と著しいズレがあっ

た．脳波検査上の棘波多発例3症例を除くと，脳波所見

とSPECT所見との間に明らかな関連を認めなかった．

14．閉塞性脳血管障害に対する脳RNアンギオの意義
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　閉塞性脳血管障害における脳RNアンギオの画像な

らびに時間放射能曲線所見を他検査所見と比較検討し，

いわゆるflip・flop　sign（FF）の診断ならびに治療効果判

定上の意義を評価した．

　FFを呈した39例全例にmisery　perfusion（MP）を認

めた．そのうち7例でX線CT上低吸収域がなかった．

MPとFFの出現頻度は前および中大脳動脈領域なら

びにwatershed　zone間で大差なかった．片側性の比較

的小さな領域のMPにもFFが出現し，　FFの出現は

33例において時間放射能曲線上片側性のピーク時間の

遅れ，ピーク高の低下，ならびに初回循環波下降脚ス

ロープの鈍化を呈した．これら所見の経過観察は8症例

の手術前後の脳血流の変化を判定する上に有効であった．
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